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科目ｺｰﾄﾞ 113 

科 目 名 思春期ヘルスケア（Adolescent Health Care） 選択区分 選 択 

単位数 １単位 時間数 15時間 学 期 前 期 

担当教員 中越 利佳 区 分 助産学実践領域 

授業概要 
思春期の発達課題、健康課題を中心とした支援について教授し、地域の思春期集団を対象とした健康

教育について企画、演習を行う機会を設定する。 

授業目標 
思春期の特徴を理解し、リプロダクティブヘルス/ライツの視点に立った健康教育の実際を修得する

ことができる。 

授業内容 

回 項   目 内       容 

１ 
思春期の概念・思春期の健康課題

と健康問題 

思春期の身体的・心理的・社会的特徴、思春期を取り巻く社会環境

思春期のセクシャリティの特徴 

思春期の健康課題と健康問題 

２ 思春期の性に関する教育の実際 
思春期の性意識と性行動の実態 

学校教育における性に関する教育の現状と課題 

３～４ 

思春期健康教育の意義と課題 

 

思春期健康教育の実際と展開 

方法① 

我が国の性教育の現状と課題 

助産師が行う思春期健康教育の実践例 

（思春期前期～中学生、高校生、保護者） 

思春期健康教育の企画書・指導案作成 

（グループワーク） 

５～６ 
思春期健康教育の実際と展開 

方法② 

思春期健康教育のための指導案・教材作成 

（グループワーク） 

７～８ 思春期健康教育の演習 

指導案発表、模擬授業の実施 

模擬授業の質疑応答、相互評価 

まとめ 

成 績 評 価 方 法 

 

授業案の完成度（30％）、模擬授業の完成度（50％） 

グループワークの積極的貢献度 (ピアレビュー10％) 

レスポンスカードの記載内容（10％）で評価する。 

教科書 堀内成子 「助産学講座５ 助産診断・技術学Ⅰ」（医学書院） 

参考図書等 参考図書は適宜紹介 

備  考 本講義は受胎調節実地指導員資格取得に必要な単位を含んでいる。 

 

科目ｺｰﾄﾞ 114 

科 目 名 
親子関係発達論 

（Relational Development between Infant and Parents） 
選択区分 選 択 

単位数 １単位 時間数 15時間 学 期 通 年 

担当教員 豊田 ゆかり、仲渡 江美、高橋 典子＊ 区 分 助産学実践領域 

授業概要 
発達心理学の側面から、養育者-子どもの相互作用と乳幼児期に必要な子育て支援について学ぶ。 

ハイリスク親子関係について、特に児童虐待に関する知識と発見方法、その対応について学ぶ。 

授業目標 

１ 愛着について理解し、子どもの健やかな育ちを育む親子関係のあり方、また親の育ちを支援する 

ための基礎的知識が理解できる。 

２ 地域におけるハイリスク児の子育て支援を理解し、助産師の役割を考える。 

３ 児童虐待について理解し、早期発見とその対応のための助産師の役割を考える。 

授業内容 

回 項   目 内       容 担当者 

１ 
①授業ガイダンス 

②親子関係の発達（１） 

①この授業で扱う内容と到達目標 

②赤ちゃんの不思議：見る世界の発達 

仲渡江美 

２ 親子関係の発達（２） 赤ちゃん学と自己の発達 

３ 親子関係の発達（３） 
子育て支援，子育ち支援を考える(1) 

 日本の親子関係 

４ 親子関係の発達（４） 

子育て支援，子育ち支援を考える(2) 

  ①母親・父親としての発達 
②家族システム論 

５ 子育て支援（１） 
医療的ケアの必要なハイリスク児の子育ちを

サポートする地域の資源 

豊田ゆかり

６ 子育て支援（２） 
医療的ケアの必要なハイリスク児の子育ち支

援の実際 

７ 児童虐待対策（１） 地域における児童虐待対応の実際 

高橋典子 

８ 児童虐待対策（２） 児童虐待予防と発見後のサポート体制 

成 績 評 価 方 法 
授業参加姿勢・課題レポートにより評価する。 

豊田（25％）・仲渡（50％）・高橋（25％）の評価割合とする。 

教科書 指定なし。必要な資料は授業毎に配布する。 

参考図書等 

『知覚・認知の発達心理学入門』山口真美・金沢 創（編集），北小路書房 

『親密な人間関係のための臨床心理学』 平木典子・中釜洋子・友田尋子（編集），金子  

書房〔仲渡担当分〕 

備  考  

 


